
令和７年 12 月２日（火）士幌町総合研修センターにおいて

「第３回士幌町学校部活動地域展開準備会議」が行われ、教育

支援課 社会教育指導班主査 皆川 敬太（＝右下写真） と 

主査（地学協働） 有働 雅哉（＝右上写真） が出席し、部

活動地域展開に係る説明と会議における「熟議」を実施しまし

た。会議には準備会委員のほか士幌町教育委員会職員も出席

し、計 18 名により士幌町における部活動地域展開について話

合いが行われました。 

会議ではこれまでの振り返りや士幌町中央中学校の教員を

対象としたアンケートなどについて士幌町教育委員会学校教

育係長 黒田 治 氏 から士幌町における取組の経緯や町

内中学校の部活動の状況などの説明があり、現状の整理が行わ

れました。次に有働主査から部活動地域展開に係る情報提供を

行いました。有働主査は国の「地域スポーツ・文化芸術創造と

部活動改革に関する実行会議」について説明し、この取組の目

的は「生徒のスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会の確保」で

あることや「部活動改革」であることとし、今後は「改革実行

期間」である令和８年度から令和 13 年度に取組を行っていく

ことなどを説明しました。また、管内の取組事例の紹介や十勝

教育局が考える取組の方向性についても説明し、取組を進める

上での情報を提供しました。 

会議の後半部分では、皆川主査の運営による「熟議」が行わ

れ、準備会委員の方々による討議が行われました。熟議の冒頭、

「アイスブレイク」を行い、参加者同士が話しやすい状況を整えた後、ワークシートを活用した「ア

イディア出し」が開始され、競技・活動ごとにどのような方向性で取り組むことが良いかなどの話

合いがされました。熟議では委員の方々から様々なアイディアが積極的に出され、熱心な討議が行

われました。黒田係長はこの会議について「委員から様々な意見を得ることができた。町としての

方向性を示せるように進めていきたい」と述べ、今後の取組に意欲を示しました。 
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